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       平成24年度県民総ぐるみ防災訓練 

        知多市総合防災訓練実施 
日  時  平成24年11月18日（日） 午前8時20分～ 

場  所  市役所及び八幡中学校グラウンド 
参 加 者  八幡地区住民を始め 
            防災関係機関の担当者など約1,000人 



（3） 平成25年1月15日 コミュニティだより　やわた 第66号 第66号 コミュニティだより　やわた 平成25年1月15日 （2）

震度６強の地震発生 
土砂災害警戒情報発表 
・・・・避難勧告発令 

炊き出し 

初期消火 

加藤市長講評 
 真剣で、気迫のこもった訓練を力強く感じた。 
 地域の自主防災活動を通じて、自分の身は自 
 分で守るとともに、自分たちの住む地域も自 
  分たちで守るという強い意識を持ってほしい。 

仮設給水 

集団避難 

他にも、水害対策のための土のう積み訓練や
濃煙体験、各種防災グッズの展示など様々な
訓練や啓発活動が行われました。 

いのち・財産・ 
わが家わがまちを守る力 
          自主防災組織 

救出救護 

炊き出し 

初期消火 

仮設給水 

炊き出し 

初期消火 

集団避難 

仮設給水 

炊き出し 

初期消火 
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天災人悟

 早朝から各行政区ごとに多くの住民の方たちが会場に集合し、訓練メニューに取り組みました。 
 市役所始め消防、自衛隊、警察など大規模な災害が発生した時に中心的な役割を果たす機関のほか、電
気、ガス、水道などの事業者の皆さん、さらに、看護学校の学生さんや地元の中学生の皆さんも、真剣に
訓練に参加していました。 
 訓練の体験を活かし、いざという時のための備えを各個人、家庭、地域でしておきたいものです。 


